
 

St.Gallen IW 派遣日記 

    
 

派遣先：St.Gallen University 

国名：   スイス                          

都市名：  ザンクトガレン                      

 

派遣期間： 

      ２０１６年４月３日 ～４月１１日   

 
 

  法学部法律学科３年 氏名徳永真生子  

4 月 3 日日曜日晴れ 

St.Gallen の丘でピクニック 

(早速昼からみんなビールやワインを何本も飲む) 
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Welcome Dinner 

  

Swiss Committee が作ったパスタ 

やサラダやスナック、ビール。 

Coutry Presentation 
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4 月 4 日月曜日 くもり  

 
St.Gallen Universiy Tour 

City tour 

Appenzel Cheese Factory 見学&ランチ 

Appenzel の街を散策。 

夜一度帰宅し、International Dinner. 

夜ご飯を食べ始めたのは 22 時以降。帰宅は 24 時を過ぎていた。 

 

４月５日 火 曜日   天気（曇り） 

電車に乗る。(朝 8 時駅集合だったためあまり寝ていない) 

Zug へ company visit, Glencore という世界トップの資源会社 

企業の人と昼食 

Zurich での city tour 

サッカーの試合を Bar 

で観戦しながらピザを食べる。 

22 時ごろに違う Bar に移り、アルコー 

ルナイト。  

 

 

 



3 
 

 

 

4 月 6 日水曜日 晴れ 

 

 
Vernina Express に乗り 

2days trip で世界文化遺産の街、イタリアの Tirano へ。 

4 時間くらいかかった。 

昼は現地のレストランでパスタかピザ、リゾットを食べた。 

その後は Bar でお酒を飲んでずっとゲームをしたり、 

ジェラートを食べた。 

Hotel に行き夜ごはん。 

再びパスタやクリーム系のデザートでおなかがはち切れそうだった。 

23 時ごろから昼間行った Bar に行き、再びアルコールタイム。 

翌朝 5 時ごろまでひたすら踊ったり、飲み続けた。 
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4 月 7 日木曜日晴れ 

 

朝ご飯を食べた後、Tirano の街を散策。 

再びジェラートを食べる。 

昼頃帰りの電車に乗ったが、途中で故障し代車を待つことに。 

結局 6 時間くらいをかけ 22 時ごろ St. Gallen に到着。 

ケバブレストランで夕食を食べ何人かは Club へ行った。 
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4 月 8 日金曜日 大雨 

 
朝 6 時に駅集合し、Geneva へ。 

大学訪問、プレゼンテーションを聞く。 

Company tour 

極寒の city tour 

夜中にホストの実家又はホステルに分かれて宿泊。 

24 時に夕食を取る。 
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4 月 9 日土曜日 晴れ 

 

7 時に駅で再集合。Lucerne へ。 

City tour 

Boat tour 

お土産などをグループに分かれて自由に買う時間。 

特にみんなチョコレートを買いに走った。 

夜中 St.Gallen に到着。 

翌朝 5 時までクラブで踊った。 
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4 月 10 日日曜日 快晴 

 

Farewell Brunch というよりも時間的にランチだった。 

 

 

＊感想（具体的なプログラム内容や特に印象深かったエピソードなど） 

チーズ好きな私にとって、朝昼晩欠かさずスイスチーズを食べたこのスイス IW の一

週間は夢のようでした。ホストである st.Gallen university の４人は、人数が少ない

ながらも、全１５人の大所帯をきちんと丁寧にまとめてくれ、彼らが立ててくれた

company visit や 2 days trip, city tour はどれも有意義で、充実した一週間を送れま

した。特に、イタリアへの小旅行は世界遺産も見学することができ、とても楽しかっ

たです。アジア人は日本人のみだったので、ヨーロッパの学生と深い友情関係を気付

けたところもよかったと思います。本当に感謝しています。 

 


